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府道上狛城陽線多賀バイパスから山城多賀駅へのアクセス
道路を整備するため、平成１４年度から行ってきました道路改
良工事が完了し、３月２４日（火）から供用を開始しました。こ
れにより、大型観光バスが駅前まで通行できるようになり、
春・秋の行楽シーズンには多くの観光客が期待できるように
なりました。

広報

ＪＲ山城多賀駅前の整備が完了しＪＲ山城多賀駅前の整備が完了し、、

連絡道路が開通しまし連絡道路が開通しましたた
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２００９年度（平成２１年度）の当初予算

予算総額６１億１３４４万４千円

一般会計３３億９６００万円 特別会計２７億１７４４万４千円

平成２１年度予算の概要
平成２１年度の一般会計は、３３億９６００万円とな
り、前年度に比べて４００万円、０．１％の増額となり
ました。
また、特別会計は、国民健康保険・老人保健・介

護保険・後期高齢者医療・井手町水道事業・多賀地
区簡易水道事業・公共下水道事業・多賀財産区を
併せて２７億１７４４万４千円となり、前年度に比べて
３４万２千円、０．０％の減額となり、一般会計と特
別会計を合わせた総額は、６１億１３４４万４千円の予
算規模となり、前年度に比べて３６５万８千円、

０．１％の増額となります。
中でも、多賀小学校特別支援学級の設備充実や

前年度から平成２３年度までの４カ年計画で整備
を予定していた小中学校の空調設備を本年度で
完備するなど教育環境の充実、高齢者人間ドック
の助成や妊婦健康診査の助成回数の拡大といっ
た福祉の充実を図っています。
また、日常生活に身近な道路などの生活基盤の

整備などにも重点を置いた予算となっています。

平成２１年度主な事業（単位：千円）

総務費

第４次総合計画策定業務 ６，４８０
住民票等交付窓口拡大サービス １００
カジカガエル復元事業 ３４４
国民保護対策 ３６６

民生費

成年後見制度利用支援事業 ５００
ゲートボール場整備 １，５００
次世代育成支援行動計画策定 ２，６０２
敬老事業 ６，１５９
児童手当 ６３，５４０

衛生費

高齢者人間ドック助成 ３０９
合併処理浄化槽設置事業補助 ２，０７０
源氏ボタル保護育成 ３１６
予防接種事業 １４，８１１
健康増進事業 １０，９２２

農林水産業費

有害鳥獣駆除 ３５６
生産調整推進対策種子助成 ３００
農地・水・環境保全向上対策事業 ６４０
豊かな緑と清流を守る森林整備事業 ３００

商工費

玉川の桜並木保存事業 ２，５００
町商工会振興事業補助 ７，５００
小企業特別融資保障料補給 ３，５００
桜まつり ４，０００
まちづくりセンター管理委託 １，４８５

土木費

町道１号線道路改良 ３１，０００
町道３８号線道路改良 ３２，０００
町営住宅デジタルアンテナ設置 ４，０００
町営住宅火災警報器設置 ６，０００
下排水路改修 ２４，５１０

消防費

井手分署改修 ５，５００
ハザードマップ作成 ２，５００
消防委託料 １４９，８３７
消火栓設置 ９００

教育費

多賀小学校特別支援学級整備 １，０００
小・中学校空調設備設置 ７１，３８０
放課後児童クラブ ８，１７６
文化財発掘調査 ３，０５２

歳出合計 ３３億９６００万円
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特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

▼
平
成

年
度
井
手
町
公
共
下
水

２０

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
回
）

▼
平
成

年
度
井
手
町
一
般
会
計

２１

予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
国
民
健
康

２１

保
険
特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
水
道
事
業

２１

会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
多
賀
地
区

２１

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
老
人
保
健

２１

特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
後
期
高
齢

２１

者
医
療
特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
介
護
保
険

２１

特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
公
共
下
水

２１

道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
平
成

年
度
井
手
町
多
賀
財
産

２１

区
特
別
会
計
予
算

【
諮
問
】

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
件

＊
３
月
議
会
で
推
薦
さ
れ
ま
し
た
、

町
人
権
擁
護
委
員
の
方
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）

煙
井
手
町
人
権
擁
護
委
員

寺
島

み
さ
尾
（
上
井
手
区
）

３
月
定
例
町
議
会
は
、
３
月
１０

日
か
ら

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

２４

今
議
会
で
は
、
６
人
の
議
員
か

ら
計

件
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

１４

平
成

年
度
井
手
町
一
般
会
計
予

２１

算
な
ど

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

２１

い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結

果
、
原
案
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
出
議
案
】

▼
井
手
町
教
育
委
員
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
件

▼
指
定
管
理
者
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
件
（
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
）

▼
指
定
管
理
者
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
件
（
共
同
浴
場
）

▼
井
手
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
町
道
路
線
変
更
の
件

▼
平
成

年
度
井
手
町
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
４
回
）

▼
平
成

年
度
井
手
町
国
民
健
康

２０

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

回
）

▼
平
成

年
度
井
手
町
介
護
保
険

２０

役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付
け
で
職
員

の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】
理
事
〈
事
業
担
当
〉（
産

業
環
境
課
長
）
村
田
名
良
夫

【
課
長
級
】
総
務
課
長
（
高
齢
福
祉

課
長
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
務
）
脇
本
和
弘
▽
高
齢
福

祉
課
長
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
務（
総
務
課
課
長
補
佐
）

木
田
昭
弘
▽
産
業
環
境
課
長
（
産

業
環
境
課
課
長
補
佐
）
藤
崎
裕
司

▽
多
賀
保
育
園
園
長
（
多
賀
保
育

園
園
長
補
佐
）
有
村
律
子

【
課
長
補
佐
級
】総
務
課
課
長
補
佐

（
総
務
課
係
長
）早
嵜
武
▽
税
務
課

課
長
補
佐（
同
和
・
人
権
政
策
課
課

長
補
佐
）
野
田
昌
司
▽
保
健
医
療

課
課
長
補
佐（
企
画
財
政
課
係
長
）

花
木
秀
章
▽
住
民
福
祉
課
課
長
補

佐
（
保
健
医
療
課
係
長
）
乾
浩
朗

【
係
長
級
】
総
務
課
係
長
（
総
務
課

主
事
）
寺
井
佳
孝
▽
企
画
財
政
課

係
長
（
住
民
福
祉
課
主
事
）
菱
本

嘉
昭
▽
同
和
・
人
権
政
策
課
係
長

（
建
設
課
係
長
）
佐
藤
明
弘
▽
同

和
・
人
権
政
策
課
係
長（
同
和
人
権

政
策
課
社
会
教
育
主
事
）
高
江
裕

之
▽
産
業
環
境
課
係
長
〈
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
〉（
産
業
環
境
課
係

長
）
森
川
康
彦
▽
玉
川
保
育
園
主

任
（
い
づ
み
保
育
園
主
任
）
横
田

加
代
子
▽
多
賀
保
育
園
主
任
（
い

づ
み
保
育
園
主
任
）
出
口
登
美
子

▽
い
づ
み
保
育
園
主
任
（
玉
川
保

育
園
主
任
）
吉
川
喜
美
子
▽
玉
川

保
育
園
主
査（
多
賀
保
育
園
主
査
）

中
村
育
子
▽
い
づ
み
保
育
園
主
査

（
玉
川
保
育
園
主
査
）中
島
美
智
代

【
主
事
級
】
総
務
課
主
事
（
税
務

課
主
事
）
窪
田
直
行
▽
建
設
課
主

事
（
総
務
課
主
事
）
西
島
豊
広
▽

産
業
環
境
課
主
事
（
議
会
事
務
局

主
事
）
石
井
美
子
▽
高
齢
福
祉
課

保
健
師（
保
健
医
療
課
保
健
師〈
保

健
セ
ン
タ
ー
〉）
栗
原
清
佳

◎
新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

岡
田
善
行
・
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
指
導

主
事
▽
正
野
和
馬
・
総
務
課
主
事

補
▽
宮
村
潤
・
産
業
環
境
課
主
事

補
▽
岡
田
泰
典
・
税
務
課
主
事
補

▽
上
原
亜
紀
・
企
画
財
政
課
主
事

補
▽
池
田
守
紀
栄
・
保
健
医
療
課

保
健
師
補
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
▽

安
田
佳
矢
・
玉
川
保
育
園
保
育
士

補
▽
市
川
有
美
・
多
賀
保
育
園
栄

養
士
補

◎
退
職
（
３
月

日
付
）

３１

中
島
茂
喜（
理
事〈
事
業
担
当
〉）▽

古
川
伸
行
（
税
務
課
課
長
補
佐
）

▽
上
島
勇
（
住
民
福
祉
課
課
長
補

佐
）
▽
粟
田
真
澄
（
上
下
水
道
課

係
長
）
▽
汐
見
由
紀
子
（
多
賀
保

育
園
園
長
）
▽
中
谷
知
英
子
（
い

づ
み
保
育
園
調
理
師
）
▽
山
田
利

博
（
産
業
環
境
課
主
査
）

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を
安
定
供
給

し
、
き
れ
い
な
河
川
や
自
然
を
守
る
た

め
、
上
下
水
道
は
大
変
重
要
な
役
割
を
し

て
い
ま
す
。

井
手
町
の
水
道
と
下
水
道
は
、
利
用
者

か
ら
の
料
金
な
ど
で
経
営
し
て
お
り
、
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
が
納
付
さ
れ
な

い
と
管
理
運
営
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
水
の
供
給
を
行
う
に

は
、
日
常
管
理
や
水
道
施
設
・
設
備
の
更

新
、
さ
ら
に
は
老
朽
管
の
取
替
え
な
ど
の

投
資
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
を
処
理
す
る
処
理
場
の
運

転
や
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費
が
、

下
水
道
事
業
に
は
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
道
事
業
・
下
水
道
事

業
は
料
金
が
キ
チ
ン
と
納
入
さ
れ
て
こ

そ
健
全
な
経
営
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、

料
金
の
滞
納
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
利
用
者
の
公
平
性
を
確
保

し
、
健
全
な
事
業
運
営
を
進
め
る
た
め
、

料
金
の
徴
収
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

納
付
要
請
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
が

滞
る
場
合
に
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
悪
質
な
滞
納
の
場
合
に
は
、
給

水
を
停
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

納
付
期
限
内
の
お
支
払
い
に
、
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
料
金
な
ど
で
不
明
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
（
℡
８２

‐
６
１
６
９
）
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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３
月

日
（
木
）、
井
手
小
学
校

１９

と
多
賀
小
学
校
で
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
井
手
小
学
校
か
ら
６９

人
（
男
子

人
・
女
子

人
）、
多

３７

３２

賀
小
学
校
か
ら

人（
男
子

人
・

２０

１１

女
子
９
人
）
の
卒
業
生
が
、
６
年

間
の
思
い
出
を
胸
に
小
学
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

な
拍
手
の
な
か
卒
業
生
が
入
場
。

全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
の
あ
と
、

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
卒
業
証
書
が
松
本

校
長
か
ら
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
校
長
は
式
辞
で
「
楽
し
い

時
ば
か
り
で
は
な
く
、
苦
し
い
時

や
つ
ら
い
時
が
あ
る
が
、
そ
ん
な

時
こ
そ
希
望
を
持
つ
事
が
大
切
。

そ
の
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
在
校
生
代
表

と
先
生
方
に
よ
る
『
構
成
詩
』
が

巣
立
っ
て
い
く
卒
業
生
に
語
り
か

け
ら
れ
る
と
、
卒
業
生
の
中
に

は
、
３
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

が
あ
ふ
れ
出
し
、
涙
す
る
生
徒

も
・
・
・
。

こ
の
あ
と
卒
業
生
代
表
が
３
年

間
の
中
学
校
生
活
の
思
い
出
を
語

り
、
力
強
く
巣
立
ち
の
決
意
を
述

べ
、
卒
業
生
は
新
し
い
人
生
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
松
本
秀
男
校

長
）
の
第

回
卒
業
証
書
授
与
式

６２

が
３
月

日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま

１３

し
た
。

こ
の
日
、

人
の
卒
業
生
（
男

４９

子

人
・
女
子

人
）
は
、
中
学
校

２５

２４

生
活
３
年
間
の
思
い
出
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
校
舎
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
在
校
生
ら
の
大
き

いでのまちかいでのまちかどど

ウオ
ッチン

グ

人
が
泉
ヶ
丘
で
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
つ

４９第

回
泉
ヶ
丘
中
学
校

６２
卒
業
証
書
授
与
式

祝辞を述べる汐見町長

巣立ちの決意を述べる卒業生代表（泉ヶ丘中）

在校生に見送られる卒業生（井手小）

式辞を述べる松本校長

井
手
小

人
６９

多
賀
小

人
２０

卒
業

卒業証書が手渡されました（多賀小）

３
月
４
日
（
水
）、
多
賀
小
学
校

で
「
人
権
の
花
運
動
」
に
対
す
る

感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昨

年

月
に
人
権
の
花
で
あ
る

１０

ス
イ
セ
ン
を
栽
培
し
、
思
い
や
り

の
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
「
人

権
の
花
伝
達
式
」
が
行
わ
れ
、
同

小
児
童
と
人
権
擁
護
委
員
の
方
が

プ
ラ
ン
タ
ー
に
球
根
を
植
え
、
今

日
ま
で
大
切
に
育
て
て
き
ま
し

た
。贈

呈
式
で
は
、
き
れ
い
に
咲
い

人
権
の
花
運
動
に
感
謝
状

２
月

日
（
土
）、
自
然
休
養
村

２８

管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
綴
喜
地
域
の

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
る
綴

喜
地
方
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
の

周
年
大
会
が
行
わ

３５

れ
、
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
員
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
各
地
域
の
グ
ル

ー
プ
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
深

め
、
農
業
の
発
展
と
健
康
で
豊
か

な
農
家
生
活
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
結

成

周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に

３５
わ
た
り
学
習
し
、
実
践
し
て
き
た

活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次

世
代
へ
の
伝
承
を
踏
ま
え
、
一
層

の
充
実
と
発
展
を
図
る
た
め
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
杉
山
フ
キ
エ
綴
喜

地
方
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
ひ
ん

の
汐
見
明
男
町
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
各
グ
ル
ー
プ
の
手
作
り
料

理
を
囲
み
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
思

い
出
や
次
世
代
へ
伝
え
た
い
思
い

な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
午
後
か
ら
は
「供
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
の
出
番
だ
僑
―
暮
ら

し
と
食
・
農
の
危
機
打
開
の
時
代

―
」
と
題
し
、
渡
辺
地
域
経
営
研

究
所
主
宰
の
渡
辺
信
夫
氏
に
よ
る

暮
ら
し
と
食
・
農
の
危
機

打
開
へ

講
演
や
、「
開
発
途
上
国
の
農
村
女

性
の
生
活
を
垣
間
見
る
」と
題
し
、

京
都
府
山
城
北
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
所
長
の
黄
瀬
邦
子
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講演会の様子
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２
月
６
日
（
金
）、
滋
賀
県
立
芸

術
劇
場
び
わ
こ
ホ
ー
ル
で
、
中
ブ

ロ
ッ
ク
体
育
指
導
委
員
連
絡
協
議

会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
井
手
町

体
育
指
導
委
員
会
（
栗
田
善
嗣
委

員
長
）
が
優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

３
月
６
日
（
金
）、
Ｊ
Ａ
京
都
や

ま
し
ろ
農
産
物
直
売
所
井
手
町
店

『
な
ご
や
か
市
』
の
開
店
式
が
、
Ｊ

Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
農
協
井
手
町
支

店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
店
式
で
は
、
直
売
所
前
で
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

天
津
泰
治
代
表
組
合
長
の
式
辞
、

来
ひ
ん
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し

た
。 新

鮮
野
菜
の
直
売
所

な
ご
や
か
市
オ
ー
プ
ン

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

３
月
６
日
（
金
）、
井
手
町
建
設

業
協
会
（

事
業
所
）
の
西
島
誠

４７

会
長
と
中
谷
英
輔
副
会
長
が
役
場

を
訪
れ
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に

３
月

日
（
日
）、
井
手
町
ま
ち

２２

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
、
同
町

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
小
川
俊
雄

会
長
）
主
催
の
薬
膳
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
中
神

琴
渓
（
な
か
が
み
き
ん
け
い
）・
橘

諸
兄
・
小
野
小
町
と
い
っ
た
井
手

薬
膳
ま
つ
り
開
催

た
ス
イ
セ
ン
を
前
に
、
人
権
擁
護

委
員
の
方
か
ら
児
童
会
副
会
長
の

小
﨑
美
穂
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
児
童
会
会
長
の
妙
一
美
渚
実

さ
ん
が
「

月
に
入
っ
て
、
全
学

１１

年
で
人
権
に
つ
い
て
学
習
し
、
学

年
ご
と
に
人
権
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
考

え
ま
し
た
。
今
日
い
た
だ
い
た
感

謝
状
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
人

の
困
る
こ
と
は
し
な
い
子
供
に
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

感謝状を受け取る児童代表

同
賞
は
、
地
域
体
育
の
健
全
な

普
及
発
展
に
顕
著
な
成
果
を
あ

げ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
贈
ら

れ
ま
し
た
。
同
町
体
育
指
導
委
員

会
は
、
住
民
の
健
康
と
潤
い
や
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
、

健
康
づ
く
り
と
相
互
の
親
睦
を
図

る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
て
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
体
育
協
会
や
そ
の
他
各
種
団
体

と
の
連
携
を
深
め
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う

ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
充
実
に

努
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

授賞式の様子

お
け
る
緊
急
対
応
に
関
す
る
協
定

を
汐
見
町
長
と
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
公
共
土
木

施
設
の
災
害
状
況
の
調
査
、
把

握
、
応
急
復
旧
等
を
建
設
業
協
会

と
町
が
協
力
し
て
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
し
、
住
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

協定を交わす汐見町長と西島会長

続
い
て
、
直
売
所
建
設
に
携
わ

っ
た
野
原
工
務
店
の
野
原
利
明
さ

ん
と
、
木
田
進
さ
ん
に
天
津
組
合

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、『
な
ご
や
か

市
』
の
愛
称
命
名
者
で
あ
る
馬
場

典
子
さ
ん
に
は
、
直
売
所
運
営
委

員
会
の
大
西
猛
会
長
よ
り
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
初
日
は
あ
い
に
く
の

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
元
農
家

が
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
る

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

多くの人で賑わう直売所

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
に
扮
装

し
た
参
加
者
が
登
場
。
あ
ち
こ
ち

で
記
念
撮
影
に
応
じ
る
人
気
ぶ
り

で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

有
王
地
区
で
晩
年
を
過
ご
し
た

と
さ
れ
る
江
戸
時
代
の
漢
方
医
中

神
琴
渓
に
ち
な
み
行
わ
れ
、
薬
膳

料
理
や
薬
膳
茶
、
よ
も
ぎ
を
練
り

こ
ん
だ
お
餅
な
ど
が
来
場
者
に
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
薬
膳

レ
ス
ト
ラ
ン
「
あ
わ
さ
い
」
の
井

原
浩
二
氏
を
講
師
に
招
き
『
薬
膳

と
正
し
い
食
事
』
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

琴
渓
は
「
わ
が
死
後
墓
に
一
心

に
詣
で
る
も
の
に
は
一
つ
だ
け
病

を
取
り
除
い
て
や
ろ
う
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
た
と
言
わ
れ
て
お

り
、
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
有
王

地
区
に
あ
る
琴
渓
の
お
墓
を
訪

れ
、
取
り
除
い
て
ほ
し
い
病
を
絵

馬
に
し
た
た
め
、
お
墓
に
供
え
ま

し
た
。

つきたてのお餅が振舞われました
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▲

３月１６日（月）、泉ヶ丘中学校の１年生が、理科の授業の
一環として地層観察を行いました。
この取り組みは、町内にある自然文化財を知ってもらう

とともに、実物を見て触れることで学習効果を高めようと
行われました。
今回は、橘諸兄公旧跡付近と町共同墓地付近を訪れ、約１

５０万年前の地層を見学し、サンプル収集やスケッチを行い
ました。

▲

３月３日（火）、井手町商工会主催の新春講演会が、府立山城
勤労者福祉会館で行われました。
講師に、元ＮＨＫエグゼクティブアナウンサーで、「ＮＨＫの

ど自慢大会」や「紅白歌合戦」などの司会を務められた宮川泰
夫さんを招き、『輝いて生きる～オンリーワンの人生を～』と題
した講演が行われました。
講演では、のど自慢大会の誕生秘話や各地で出会った人々と

のエピソードなどを面白おかしく話され、会場は笑いに包まれ
ていました。

▲

３月３日（火）、平常時の地域活動に積極的に取り組
んでいる消防団に対して贈られる消防団地域活動表彰
の受賞報告に綱田貞二団長が役場を訪れ、汐見町長に
受賞報告を行いました。
井手町消防団は、毎月１日に消防団員や井手分署員

らが町内を巡回し、住民に対して防火意識の高揚を図
るための活動を昭和４０年から実施しており、その活動
が評価されました。 綱田団長は「受賞は大変うれしい
が、これは先輩方が引き継いでこられたもの。これか
らもこの活動を続けていきたい」と話しておられまし
た。

▲

２月２８日（土）、井手町源氏ボタルの保護等に関する協議会
（松尾昌利会長）のメンバーが、多賀保育園近くの南谷川堤に
サツキツツジの苗木約３００本を植えました。
今回の取り組みは、ホタルが休憩できる場所の確保や見物

者の車のライトを遮光する目的で行われたもので、同協議会
では、これからもホタルの保護のため様々な取り組みを行う
予定です。
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▲

３月３日（火）、上玉川橋付近の玉川堤に、井手小学校の
児童と井堤保勝会のメンバーが、町の花「ヤマブキ」の苗
木約100株を植樹しました。
児童は、たくさんのヤマブキが咲くことを願い、ていね

いに心を込めながら一株ずつ植樹しました。

▲

３月１日（日）、水無区の自主防災組織が、同区公民館で
自主防災訓練を行い、住民や消防団、井手分署員ら約80人
が参加しました。
訓練では、消火器取扱い訓練やＡＥＤ取扱い訓練、普通

救命訓練などが行われ、参加者は熱心に取組んでいました。

▲

３月１日（日）、自然休養村管理センター調理室で、井
手町まちづくり協議会主催の薬膳料理教室が行われました。
講師に、シャトーテル大手前の辻岡生隆総料理長と薬膳

レストラン「あわさい」の稲井料理長を招き、参加者は
「アサリとニンニクの和風スープ」や「蓮の実とタコの炊
き込みご飯」、「里芋とイチゴのムース」など５品の薬膳料
理に挑戦しました。

▲

３月９日（月）、井手町老人クラブ連絡協議会女性部（木
田つや子部長）が、手作りの雑巾約950枚を町内各施設に
寄贈しました。
４回目となった今回も特別養護老人ホームいでの里や賀

泉苑などの福祉施設や各小中学校、保育園、井手共同作業
所などに贈られました。
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平成21年2月1日時点で住民登録や外国人登録されている方に定額給付金等が給付されます。給付を受けるには申請が
必要となりますが、3月11日にみなさまに郵送しました定額給付金及び子育て応援特別手当の申請手続はお済みですか？
もし、申請書が届いていない場合や申請方法等についてわからない点があれば、定額給付金等交付事業推進本部（総務課
℡82‐6161）までお問い合わせください。
申請方法
3月11日に郵送させていただいた申請書に必要事項を記入・押印して指定口座の通帳又はキャッシュカードの写しを添
付し、返信用封筒に入れて送付してください。
申請期限

平成21年9月15日（火）
給付時期

3月中に申請があり、内容に不備がないものについては4月21日に給付する予定です（以降、月1回程度で順次給付）。

定額給付金の概要
１．給付対象者・・・平成21年2月1日（基準日）に

①住民基本台帳に記録されている方
②外国人登録原簿に登録されている方

2．申請・受給者
①の方は世帯主
②本人又は同一居住地・同一生計の方

（注）①の場合は世帯主以外の世帯の方や②の場合は同一居住地・同一生計の方が申請受給される場合は、申請書の代理人欄に署
名、押印していただく必要があります。

3．給付額
（1）昭和19年2月2日以前に出生した方及び平成2年2月2日以降に出生した方 1人につき 20,000円
（2）（1）以外の方 1人につき 12,000円

子育て応援特別手当の概要
1．支給基準日

平成21年2月1日
2．支給対象となるこども

第2子以降のこどもの生年月日が平成14年4月2日から平成17年4月1日までの間に該当するこども
3．申請・受給者

対象となるこどもと同居している世帯主又は扶養している方
4．支給額

対象となるこども1人につき 36,000円

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠
教
育
長
に

松
田
定
さ
ん
を
選
任

選任された
松田定さん

３
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
松

田
教
育
委
員
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
て
、
４
月
１
日
に
開

か
れ
た
教
育
委
員
会
で
は
、
松
田
さ

ん
が
互
選
に
よ
り
教
育
長
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
前
教
育
長
在
任

期
間
の
平
成

年
６
月

日
ま
で
。

２２

２８

新
し
く
教
育
長
に
選
任
さ
れ
た
松

田
さ
ん
は
、
昭
和

年
に
京
都
府
小

４６

学
校
教
諭
と
な
り
、
八
幡
市
内
の

小
・
中
学
校
長
。
府
教
育
庁
学
校
教

育
課
長
、
山
城
教
育
局
長
を
歴
任
さ

れ
、
平
成

年
３
月
に
京
都
府
立
図

２１

書
館
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

木
下
教
育
長
退
任

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

井
手
町
の
教
育
長
を
務
め
て
こ

ら
れ
た
木
下
惠
三
郎
さ
ん
は
、
健

康
上
の
理
由
に
よ
り
平
成

年
２

２１

月

日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し

２８
た
。木

下
前
教
育
長
は
、
井
手
小
・

多
賀
小
で
長
年
に
わ
た
り
ご
活
躍

さ
れ
平
成

年
６
月

日
に
選

１８

２９

任
。
２
年
８
ヶ
月
教
育
長
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

退任された木下教育長

烏
羽

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠
隠

隠

住民サービスの向上を図るため、住
民票などの交付窓口を拡充し、土・日・
祝日についても住民票などの証明書
を交付いたします。（要電話予約℡
82‐6164）また、老人福祉センター
賀泉苑を取次所として、住民票などの
交付も行います。
正午から午後１時までは、従来どお
り住民票の写しや所得・課税証明書な
ど、一部の証明書を発行します。
また、役場の開庁時間は、４月１日
から国に準じて１５分短縮し、午前８
時30分から午後５時１５分までです。
＊図書館や保育園などは従来どおりです。

時間外窓口拡大サービス開始
（要電話予約）

定額給付金及び子育て応援特別手当について
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水道水質検査計画のお知らせ
井手町では、水道法第20条の規定に基づき、定期の水質検査を実施しております。平成21年度の水質検査計画を策
定しましたのでお知らせします。

住民の皆様に安心・安全な水道水を飲んでいただけるように、きめ細かい水質検査を行います。
＊お問い合わせは、上下水道課（℡82‐6169）まで

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

色、濁り、消毒の残留効果3項目毎日浄水場
配水管末毎日検査

水質基準項目9項目毎月配水管末毎月検査

水質基準項目28項目（内2回51項目）年4回配水管末3ヶ月検査

水質管理目標設定項目25項目＋農薬年1回配水管末年間検査

検査項目項目数検査の頻度検査場所検査の名称

水質基準項目40項目年2回浄水場入口・取水ピット内原水検査

（※上記検査は井手町水道事業、多賀地区簡易水道事業の配水系統ごとに行います。）

２．品質管理のための水質検査

○平成21年度水質検査計画の概要
１．品質保証のための水質検査

平成２１年度自衛官等募集案内

１ 募集種目及び試験期日等

資 格試験期日受付期間募集種目

20歳以上26歳未満
の者【22歳未満の者は大卒(見込含)】
大学院修士学位取得者（海上技術幹部候補生志願
者は、理工学修士学位取得者に限る）及び自衛官
は28歳未満

1次：5月16・17日
（１７日は飛行要員のみ）

2次：6月16～18日
（指定する1日）

3次：7月15日～8月6日
（飛行要員のみ、指定する日）

4月1日～5月12日

一 般幹
部
候
補
生

専門の大学（見込含）20歳以上30歳未満の者【薬
剤は20歳以上26歳未満の者（薬学修士学位取
得者は28歳未満）】

1次：5月16日
2次：6月16日～18日

のうち指定する1日

歯科・
薬剤科

18歳以上34歳未満の者第1回
4月18日～20日
第2回
10月17日～19日
※いずれか1日を指定されます。

第1回
1月5日～4月13日
第2回
7月21日～10月9日

※1回で採用予定数に達し
た場合、第2回は実施しな
い場合があります。

一 般予
備
自
衛
官
補 18歳以上で国家免許資格等を有する者（資格に

より55歳未満～53歳未満の者）技 能

※詳細につきましては、次の受付及び問い合わせ先に確認してください。
２ 受付及び問い合わせ先 宇治地域事務所 宇治市広野町西裏100‐30 コメウビル２F ℡44‐7139

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

平成２１年度第１回調理師試験及び製菓衛生師試験の実施について

製菓衛生師試験調理師試験試験名

京都府山城北保健所及び田辺地域総務室で3月2日（月）から配付
【土曜日、日曜日及び祝日を除き、午前9時～正午まで及び午後1時～5時まで】願書配付

4月20日（月）～24日（金）4月13日（月）～17日（金）願書受付日

京都府山城北保健所及び田辺地域総務室（郵送での受付はできません）
【午前9時30分～11時30分までまで及び午後1時30分～4時30分まで】

願書受付場所
及び時間

5月24日（日）午前10時～正午 関西文理学院試験日時
試験会場

京都府山城北保健所衛生室（℡21‐2912）問い合わせ先

＊受験料
（京都府収入証紙）
◆調理師試験
6,100円

◆製菓衛生師試験
9,400円
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土金木水火月日
1817161514134/12

さんさん会（OP)
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（お出かけ）

たけのこ広場
（公園遊び）

雨天・支援センター

おでかけ広場
（人権交流センター）

井手地区

25242322212019

ぴよぴよ広場
（僕と私のこいのぼり作り）

さんさん会
（玉泉苑）

よちよち広場
（僕と私のこいのぼり作り）

たけのこ広場
（いちご狩り）
雨天・支援センター

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

25/13029282726

休日
たけのこ広場
（公園遊び）

雨天・支援センター

9876543

休日休日休日

子育てサークル活動
さんさん会：午前10時～正午（妊婦～3歳位の子どもとその保護者）

代表：乾（090‐1679‐7182）
たけのこ広場：午前10時半～正午（未就園児の子どもとその保護者）

代表：巽（82‐2436）
＊初めての方は、代表まで連絡をしてください。

各広場の対象者
＊とことこ広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよち広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよ広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

★おでかけ広場は、子育て支援センターの職員が、おもちゃや絵本などを持って地域の機関に出向いて行って一緒に遊
んだり、子育ての相談などを受けたりする場です。子育て支援センターまでなかなか出向いてこれないお母さん、子ど
もさんと一緒に遊びにきてくださいね。

子育て支援センターからのお知らせ

親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談のできる場として｢井手町子育て支援センター｣を開設しています。

子育て支援センターは玉川保育園内にあり、月曜日～金曜日（午前９時半～午後４時）にご利用できますので、いつ

でも気軽にあそびにきてください。 お問い合わせは、子育て支援センター（ＴＥＬ82‐2232）まで

４・５月の事業 時間：午前10時～正午

楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室

（
メ
タ
ボ
予
防
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
）

の
受
講
者
募
集

病
気
に
な
る
前
に
運
動
と
正
し
い

食
事
習
慣
で
生
活
習
慣
病
を
予
防

し
よ
う
！
今
よ
り
も
っ
と
健
康

に
！健

康
的
に
痩
せ
た
い
方
、
健
診
の

検
査
結
果
を
少
し
で
も
改
善
し
た
い

方
、
血
圧
を
下
げ
た
い
方
を
募
集
し

ま
す
。

春
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
教
室
で
す
。

健
康
的
な
食
事
に
つ
い
て
学
び
、
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動
し
ま
す
。

痩
せ
た
い
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、

き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
か
っ
た
方
、

こ
の
機
会
に
参
加
し
、
３
㎏
の
減
量

を
目
標
に
、
半
年
間
一
緒
に
頑
張
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
３
㎏
減
れ
ば
、
血

液
検
査
の
デ
ー
タ
は
よ
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

対
象

①
年
齢
／

歳
以
上

歳
ま
で
の
方

４０

７４

②
左
記
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

方煙
Ｂ
Ｍ
Ｉ

以
上

２５

煙
腹
囲
男
性

㎝
以
上
、
女
性

㎝

８５

９０

以
上

煙
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高
め
の
方
（
収

縮
期
血
圧
１
３
０
ｍ
ｍ
ｈ
ｇ
以
上
１

６
０
ｍ
ｍ
ｈ
ｇ
未
満
、

拡
張
期
血
圧

ｍ
ｍ
ｈ
ｇ
以
上

ｍ

８５

９０

ｍ
ｈ
ｇ
未
満
）

煙
中
性
脂
肪
１
５
０
葵
／
握
ｌ
以
上

煙
Ｌ
Ｄ
Ｌ
１
２
０
葵
／
握
以
上

煙
Ｈ
Ｄ
Ｌ

葵
／
握
未
満

４０

煙
血
糖
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
５
．５
％
以
上

煙
空
腹
時
血
糖
値
１
１
０
葵
／
握
以

上③
昨
年
の
健
診
結
果
を
提
出
で
き
る

方①
②
③
の
す
べ
て
に
該
当
さ
れ
る
方

期
間
／
６
ヶ
月
間

内
容
／
運
動
実
践
指
導
者
に
よ
る
運

動
教
室
と
栄
養
士
に
よ
る
食
事
改
善

教
室

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
み
締
切
は
４
月

日
（
月
）
ま

２０

で日
程
、
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
保

健
セ
ン
タ
ー
（
電
話

‐
３
３
８
５
）

８２

ま
で妊

婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
、
公

２１

費
で
助
成
す
る
妊
婦
健
康
診
査
の

内
容
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

煙
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
の
様

式
・
検
査
項
目
が
一
部
変
わ
り
ま

し
た
。

煙
助
成
す
る
回
数
が
５
回
分
か
ら

回
分
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

１４＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２
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箇

箇
箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
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箇
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

教育の窓

交流センター内では、人権展をはじめ児童館・保
育園・小中学校・いづみまなび教室・住民の作品展示、
館外では関係団体によるうどん、お好み焼き、フラ
イドポテトなどそれぞれ趣向をこらした模擬店が設
けられ大変ぎわっていました。
今後も、広く住民の交流を図り人権尊重意識の高

揚を図るための井手町解放文化祭を開催します。

第２３回井手町解放文化祭（同実行委員会主催＝中
村義孝実行委員長）が、３月１５日（日）いづみ人権
交流センターを会場にして晴天の中、盛大に開催さ
れました。
解放セレモニーでは、中村実行委員長から「解放

文化祭も２３回目を迎え、これまで人権文化の創造を
地域内外に発信してきました。今年も人間の尊厳が
尊重される社会を創るため情報を発信していきた
い」とあいさつ。つづいて、町を代表して汐見町長、
また議会を代表して中坊議長、部落解放同盟京都府
連の西島書記長よりそれぞれ来ひんのあいさつがあ
り、その後文化祭の成功を願って餅つきが行われ、
つきたての餅をきなこ餅にして会場にくばり雰囲気
は大いに盛り上がりました。
舞台では、愛ｄｅバンドの演奏を最初にいづみ太
鼓「左馬」の和太鼓演奏、マンドリンとギターによ
る合奏、老人クラブによるカラオケ、大正琴の演奏
に合わせていづみ保育園児が歌を披露、また玉川・
多賀保育園児の手話による歌などが発表されまし
た。
記念公演会では、津軽三味線と邦楽器・世界の民
族楽器の演奏を通じて人権と平和を訴えているグル
ープ「彩雅ワールド」（稲岡満男主宰）を招いて、「心
を揺さぶる魂の演奏と語り」と題し人権コンサート
が開催されました。

見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化

第23回井手町解放文化祭

あ
い
さ
つ
が
あ
ふ
れ
る

学
校
・
地
域
・
井
手
町

み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
。

井
手
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
康
で
心
豊
か

に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
、
昨
年

度
か
ら
「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ

運
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
あ
い
さ
つ
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
、
町
内
の

小
・
中
学
校
や
保
育
園
、
児
童

館
な
ど
が
協
力
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

井
手
小
・
多
賀
小
・
泉
ヶ
丘
中

の
三
校
で
は
、
普
段
の
取
り
組

み
に
加
え
、
学
期
ご
と
に
「
あ

い
さ
つ
運
動
週
間
」
を
設
け
て

一
斉
に
行
い
ま
す
。
児
童
会
や

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
勢
い
の
あ
る

活
動
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
あ
い
さ
つ
運
動
週

間
」

第
１
回
６
月
１
日
～
５
日

第
２
回

月
５
～
９
日

１０

第
３
回
２
月

日
～

日

１５

１９

あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
は
、
明
る

い
表
情
の
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
で
す
。
井
手
町
の
あ
た

た
か
い
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か

に
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
訪
問
し
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
業
者
の
服
装
や
急
が
せ
る
話
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予
防

課
（
℡

‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
京
田
辺
市
消
防

６３

署
井
手
分
署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

ス

ポ

ー

ツ

【
井
手
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式
及
び
町
長
旗
争

奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月

日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１９

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
４
月

日
（
水
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１５

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）
】

日
時
／
４
月

日
・
５
月
２
日
（
土
）

１８

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
４
月

日
・

日
（
土
）

１１

２５

／
５
月
９
日
（
土
）

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
４
月

日
（
金
）・
５
月
８
日
（
金
）

２４

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
も
接
続
を
さ

れ
て
い
な
い
家
庭
へ
は
、
町
職
員
に
よ
る
戸
別
訪

問
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
９
）
ま
で

京
都
府
保
健
所
綴
喜
分
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

母
子
家
庭
奨
学
金
申
請
受
付

平
成

年
度
受
給
さ
れ
る
方
は
、
５
月
末
ま
で

２１

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
年
度
途
中
の
申
請
は
減

額
支
給
と
な
り
ま
す
。（
対
象
は
、
乳
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
。
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。
他
の
制

度
と
併
せ
て
支
給
の
方
は
、
支
給
額
が
制
限
さ
れ

ま
す
。）

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
電
話

‐
５
７
４
７
）
ま
で

６３

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
宝
く

じ
助
成
を
受
け
て
、
南
区
・
北
区
・
上
井
手
区
・
北

部
区
・
西
部
区
の
備
品
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
図
る

た
め
に
宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
対
し
て
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ

の
助
成
金
は
ま
ち
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

船
上
で
府
内
の
女
性
と
共
に
、研
修

と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
！

第

回
京
都
府
女
性
の
船
参
加
者
募
集

２９
◇
主
催
／
京
都
府

◇
実
施
時
期
／
６
月

日（
金
）～
６
月

日（
月
）

１９

２２

［
３
泊
４
日
］

４
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
の
第
１
期
納
期
限
で
す

◇
訪
問
地
／
北
海
道

◇
募
集
人
員
／
１
０
０
名
（
京
都
府
内
に
居
住
す

る

歳
［
４
月
１
日
現
在
］）
以
上
の
女
性
で
、
女

２０
性
団
体
活
動
等
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果

た
そ
う
と
意
欲
の
あ
る
人
で
健
康
で
、
団
体
生
活

に
適
応
で
き
る
人
）

◇
参
加
費
／
４
０
，０
０
０
円
程
度

◇
提
出
書
類

煙
参
加
申
込
書

煙
作
文
「
私
の
活
動
の
成
果
と
課
題
」

◇
内
容
／
講
義
、
テ
ー
マ
別
学
習
会
、
発
表
･意

見
交
換
会
、
現
地
活
動
団
体
と
の
交
流
、
社
会
見

学
等

◇
申
込
期
限
／
４
月

日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

１７

◇
申
込
先
／
井
手
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
５
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
５
月
２
日
（
土
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ

ま
し
た
か

新
築
住
宅
は
、
平
成

年
６
月
か
ら
住
宅
用
火

１８

災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
（
戸
建
て
住
宅
・

店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
）
は
、
平
成

年
５
月

２３

日
ま
で
設
置
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
切

３１な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
一
日
も
早
く
設
置

を
お
勧
め
し
ま
す
。
取
り
付
け
る
箇
所
は
、
寝

室
・
階
段
・
台
所
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

上
下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
工
事
が
終
わ
り
供

用
開
始
に
な
り
ま
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
整
備
さ
れ
た
下
水
道
も
、
地
域
に

居
住
す
る
み
な
さ
ま
が
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
、
下
水
道
の
効
果
も
期
待
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
に
も
、

下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。台

所
や
風
呂
場
、
便
所
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
公

共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
排
水
設

備
工
事
は
、
必
ず
井
手
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
に

あ
た
り
融
資
あ
っ
旋
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
上
下
水
道
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
は
、
新
た
に
供
用
開
始

さ
れ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
、

歳
以
上

６５

《
楽
笑
健
康
づ
く
り
教
室
》

日
時
／
４
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
４
月

日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
４
月

日
（
月
）

１３

対
象
／
Ｈ

・
９
・
１
か
ら
Ｈ

・
・

生
ま
れ

１８

１８
１２
３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
４
月

日
（
火
）

２１

受
付
／
午
後
２
時
～
２
時

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月

日
（
金
）・
５
月
８
日
（
金
）

２４

い
ず
れ
も
、
午
前

時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
４
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２３

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
４
月

日
（
金
）
午
後
７
時
半
～
９
時

２４

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
か
わ
い
い
牛
の
色
紙
飾
り
）
】

日
時
／
４
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１５

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

３０

４
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
４
月

日
・

日
（
火
）

１４

２８

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
い
ず
れ
も
、
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１３

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
４
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
４
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２４

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
４
月

日
（
水
）
午
前
９
時
半
～

時

１５

１１

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
》

日
時
／
５
月
８
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

持
ち
物
／
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具

場
所
／
い
ず
れ
も
、
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
４
月

日
・

日
（
火
）

１４

２８

い
ず
れ
も
、
午
前

時
半
～
午
後
２
時

１０
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

４
月

◆
一
般
書

「
女
も
、
不
況
？
」

酒
井
順
子

「
ア
ン
コ
椿
は
熱
血
ポ
ン
ち
ゃ
ん
」

山
田
詠
美

「
く
じ
ら
組
」

山
本
一
力

「
佐
保
姫
伝
説
」

阿
刀
田
高

「
三
匹
の
お
っ
さ
ん
」

有
川
浩

「
プ
ラ
・
バ
ロ
ッ
ク
」

結
城
充
孝

「
恋
文
の
技
術
」

森
見
登
美
彦

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】
４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月

・
・
・

日

１３
２０
２７
３０

５
月
１
・

～

・
・
・

日

１１

１４
１８
２５
２８

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
メ
ニ
メ
ニ
ハ
ー
ト
」

令
丈
ヒ
ロ
子

「
す
や
す
や
タ
ヌ
キ
が
ね
て
い
た
ら
」

渡
辺
有
一

「
オ
オ
カ
ミ
の
お
う
さ
ま
」
田
島
征
三

「
お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
て
じ
な
を
す

る
」

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト

☆
４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

４
月

日
（
土
）・
５
月
９
日
（
土
）

１１

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

４
月

日
（
土
）・
５
月

日
（
土
）

１８

１６

い
ず
れ
も
、
午
後
２
時
か
ら

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月

日
（
日
）

２６

午
後
２
時
か
ら

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月

日
（
土
）
～

日
（
金
）

２３

２９

ロロ・ジョングランの歌声
松村美香
東ティモールで殉死した従兄
の後を追い、記者になった
菜々美は、中部ジャワ地震の
被災地の取材で、単純な正義
では語れない国際協力のオモ
テと裏を知る。さらに従兄の
死をめぐる疑惑が浮上して…。
国際協力の実像を描く問題作。

スノーフレーク
大崎梢
「溶けない雪の欠片を見にい
こう」 その約束を果たせな
いまま死んでしまった大切な
幼なじみ。彼が再びあらわれ
たら－。６年の時を超えて、
少女は真実と向かい合う。函
館の街を舞台に描いた青春ミ
ステリー。

ランドセルのはるやすみ
村上しいこ
「わたしもえんそく、つれて
いってくれませんか」 遠足
の日、ランドセルがそんなこ
とを言い出した。学校への行
き帰りだけではさみしいと言
う。けんいちはランドセルを
遠足へ連れていくが…。

その気になった！
五味太郎
ひとは、何かになりたくなっ
たとき、「かたち」から入るの
もいい。そうしているうちに、
気持ちも高揚して「その気」
になる－。子どもたちが「そ
の気になるあそび」を楽しむ
様子をユニークに描いた絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ

公
的
年
金
は
、
将
来
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

Ａ

公
的
年
金
は
、
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
で

高
齢
者
世
代
を
支
え
る
と
い
う
世
代
間
扶
養
の
仕

組
み
を
基
本
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
人
ひ
と
り
で
私
的
に
行
っ
て
い
た
老
親
の

扶
養
や
仕
送
り
を
、
社
会
全
体
の
仕
組
み
で
カ
バ

ー
す
る
も
の
で
す
。
現
役
世
代
が
全
員
ル
ー
ル
に

し
た
が
っ
て
保
険
料
を
納
付
し
、
そ
の
と
き
の
高

齢
者
全
体
を
支
え
る
仕
組
み
は
、
私
的
な
扶
養
の

不
安
定
性
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
を
受
け
る
頃
の
将
来
の
経
済
社
会

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
中
で
、

公
的
年
金
は
、
基
本
的
に
物
価
の
変
動
に
応
じ
て

支
給
額
が
変
動
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
将

来
の
経
済
変
動
に
も
十
分
に
堪
え
ら
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
実
質
的
価
値
を

維
持
し
た
年
金
を
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
老
後
の
所
得

保
障
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

年
金
は
、
高
齢
者
世
代
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
も
、
自
分
の
親
の

私
的
な
扶
養
や
自
分
自
身
の
老
後
の
心
配
を
取
り

除
く
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
年
金
は
、
個
人

個
人
の
自
立
を
高
め
、
社
会
の
発
展
、
安
定
に
貢

献
し
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
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ごみ収集日程表（4月11日～5月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL８２‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐６１６８）してください。（テレビ【液晶・プラズマ】・

冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

区 分

地 区

水曜日
４月１４日

４月２８日
４月３０日４月２３日５月７日４月１６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
４月２１日

５月５日
５月１日４月２３日５月８日４月１７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
４月２２日

５月６日
４月３０日４月１６日５月７日４月２４日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
４月１５日

４月２９日
４月３０日４月１６日５月７日４月２３日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨４月２８日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩４月２９日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪４月３０日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫５月１日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬４月１３日

５月７日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭４月１４日

５月８日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮４月１５日

（ビン）
◆対象となるもの 洋酒、ジュース、ドリンク、調味料などの空きビン
◆出し方 キャップを必ずはずし、簡単な水洗いを行った後、中身の見える袋に入れる。キャッ

プは「その他」ごみの日に出してください。業者に引き取ってもらえるビンは出さな
いでください。

◆出せないビン 乳白色のビン、コップ、ガラス、電球、蛍光灯など。これらのものは「その他」ごみ
の日に出してください。

「その他」ごみの収集は、4月から週1回の収集になっています。よくご確認のうえ、ごみを出してください。

なお、今まで以上にごみの分別にご協力をお願いします。



住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）土4/11

日12
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、賀泉苑）月13
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火14
育児相談（受付：午前９時半～１０時半、保健センター）
あそびの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
生き生きふれあいサロン【かわいい牛の色紙飾り】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時半～９時、自然休養村管理センターホール）

水15

木16
金17

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土18
井手町体育協会総合開会式及び町長旗争奪ソフトボール大会（午前８
時半～、泉ヶ丘中学校）日19
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月20
ポリオ（受付：午後２時～２時４５分、保健センター）火21

水22
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）
楽笑健康づくり教室（午後１時半～３時、保健センター）
ペン習字（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

木23

大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金24

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）土25
春のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日26
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月27
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）火28

水29
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、賀泉苑）木30
無火災デー防火パレード金5/1
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～、いづみ人権交流センター）土2

日3
月4
火5
水6

山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木7
大正琴（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
マタニティ・スクール①（午後１時半～３時半、保健センター）

金8

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～１１時半、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～、いづみ人権交流センター）

土9

日10

妻夫住所

山 本 美 加福 田 久 晃井手

杉 本 幸 代平 木 克 典多賀

届出人赤ちゃん住所

博 彦琳 音
り お

向 田井手

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

〈
婚
姻
〉

〈
出
産
〉（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

（２月２０日から３月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

お詫びと訂正
広報いで３月号１６面に掲載の〈出産〉

に一部誤りがありました。お詫び申し上
げますとともに、次のように訂正させてい
ただきます。

届出人赤ちゃん住所

功 治実 帆
み ほ

笠 原多賀

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）
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